
【お問い合せ先】
国土交通省北陸地方整備局
千曲川河川事務所 026(227)7611

建設専門官 浮田博文

記 者 発 表 資 料
平成 2 6 年 7 月 1 6 日

【取り扱い】 本資料の発表をもって解禁国 土 交 通 省
千曲川河川事務所

Chikumagawa River Office
Hokuriku Regional Development Bureau

Ministry of Land
Infrastructure，Transport and Tourism

【配布先】
・長野市政記者クラブ
・長野県庁会見場
・長野市政記者会
・日本工業経済新聞社 長野支局

■ 日時 平成26年7月23日（水） 8時50分～10時30分

■ 場所 千曲川河川事務所 長野市鶴賀字峰村７４

■ 学習内容

①河川事業に関する説明

◇飯山市水害（S57、S58）について

◇千曲川の治水対策について

◇河川環境、水難事故防止啓発について

②災害対策室モニター等見学

◇河川監視カメラ、通信網について

◇水位観測・雨量観測について

③排水ポンプ車、照明車、情報通信機器等見学

◇内水氾濫、樋門等について

◇災害対策車、Ku-SATについて

※各課程30分程度、３班編成ローテーションでの学習となります。

■ そ の 他

・出水等により防災体制となる場合は、中止します。

・見学時間内の取材は可能です。事前にご連絡をお願いします。

飯山市の中学生がふるさとの水害の歴史と防災を学習
飯山市立城南中学校の生徒133名が千曲川河川事務所を見学します

飯山市立城南中学校 1 年生133名が、総合学習（ふるさと学習）として千曲川河川事務所を見学し
ます。

飯山市は、昭和57年の樽川堤防の決壊、翌58年の千曲川堤防の決壊により、2年連続で大きな被
害を受けました。この災害から30年余が経過し、治水整備の進展と共に人々の記憶から忘れ去られ
てきました。先代のこうした経験を振り返り、現在どのように水害からふるさとが守られているのかに
ついて出前講座の要請を受け、見学会( 学習会 )を実施します。


